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公益財団法人 静岡県産業振興財団では、新規開拓や独立創業を目指そうとしている方、新分野への進出や
事業の多角化など経営革新にチャレンジしている中小企業の方、経営基盤の強化を目指そうとしている中小
企業の方などに対して豊富な支援メニューにより支援を行っています。

静岡県が進める産業成長戦略の一環として、県と協働の下、中小企業支援、
研究開発支援、静岡ウェルネスプロジェクトの推進を図ります。組 織 目 的

❶ �新成長分野に進出する中小企業をはじめとした意欲的中小企業等への一
貫した支援を目指します。

❷ �中小企業支援機能を有する機関とのネットワークの強化を図ります。
❸ �財団内のグループやチームの枠を超えた支援体制の確立を目指します。

組 織 目 標

活動目標達成のため、中小企業の経営者や幹部と支援機関である当財団担当
者との間に、Face To Face による人的つながり（ネットワーク）の構築
と蓄積を目指します。

活 動 方 針

静岡県内中小企業の総合的な支援機関です。
静岡県産業振興財団は、
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成長を推し進めます

産業創出支援や科学技術の振興によって、企業の成長を支援します

起業・創業支援

創業環境向上支援

地域創生起業支援金

静岡発ベンチャー発掘・育成

Go-Tech（管理機関）

産学官技術交流

技術相談 事業プロデューサー

知財マッチング 外国出願

新成長戦略的育成事業

参入促進・販路開拓 次世代自動車

航空機産業 研究開発事業化支援（助成金）

ロボット導入支援

産業財団は、県内企業の経営基盤強化、成長発展をサポートしています。

事業概要
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静岡ウェルネスプロジェクト

「静岡ウェルネスプロジェクト」に基づき、フードテック等を活用した未来型食品の開発や
ウェルネス産業の創出等を通じて、食品、ウェルネス産業の振興を図り、ウェルビーイングの
実現を目指します。

未来型食品産業振興 ウェルネス産業振興

経営力を強化します

経営課題解決・生産性向上・経営診断・脱炭素支援をとおして、経営基盤を強化します

専門家派遣

受託中小振興

経営革新

収益力向上

ものづくり人材育成

中小企業脱炭素化推進

高度化診断

IoTの活用

IoT大学連携

DX化支援

産業成長戦略

販売戦略構築支援

地域経済牽引企業創出
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成長を推し進めます

  起業・創業支援

創業者成長支援事業
創業予定者や創業直後（創業から５年程度）の創業者を対象に、「創業セミナー＆トークセッション」や「テーマ別
セミナー」を開催し、成長軌道に乗せるための支援を行います。

創業支援 新成長戦略的育成事業 産学官技術交流 Go-Tech（管理機関）

お問い合わせ先

企画・創業支援チーム
TEL  054-254-4511

Email  sougyou@ric-shizuoka.or.jp

創業セミナー＆トークセッション
事業を始める際の視点や、変化の時代において事業を
継続・成長させるための考え方、利益と社会的価値を
両立する経営のヒントを具体的な事例から学びます。

テーマ別セミナー
創業後の事業継続・拡大に必要な経営上必要な各種知
識を提供するセミナーを開催します。
・創業計画策定
・創業後の経理処理 など

市町等支援
県内の創業環境の向上を図るため、支援能力向上を目的とした研修会や県内各市町が実施する創業セミナーや創業相
談会等の支援を行います。

創業支援機関ネットワーク会議
県内創業支援機関相互の連携強化のため、「創業支援
機関ネットワーク会議」を開催します。

創業支援担当者研修
各市町、商工団体、金融機関等の創業支援担当職員を
対象にし、創業相談に係る知識習得を目的とする研修
会を開催します。

市町等個別支援事業
各市町等の創業支援機関が実施する創業セミナー及び
創業相談会の実施方法に関するアドバイスの他、財団
職員をセミナー講師や相談員として派遣するなど、各
市町の創業支援施策実施に関する支援を行います。

創業施策情報提供
一元的な情報発信によるワンストップサービスを提供
するため、支援施策情報等をホームページ、メールマ
ガジンで配信します。

■ 創業希望者・創業者向けセミナーの開催
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地域創生起業支援事業起業・創業支援

地域の社会的課題をビジネスの手法で解決する起業を促すため、創業に係る事業費の一部を補助するとともに、専門
家による伴走支援を行います。

対象事業  地域課題の解決に資する社会的事業等
対象分野  �子育て支援、保健・医療・福祉、防災・減災、まちづくり・地域活性化
� 対象者  ①�静岡県が行う地域創生起業支援事業費補助金の交付決定の日以降、補助事業期間完了日までに 

個人事業の開業届を提出して個人事業主となる方若しくは株式会社、企業組合、特定非営利活動
法人等の法人を設立し、代表者となる方

②�Society5.0関連業種等の付加価値の高い産業分野で事業承継や第二創業を行い、個人事業又は法
人の代表者となる方

補助率  1/2（限度額  2,000千円）

起業支援金

起業者に対し、事業計画の相談対応や販路開拓等の経営支援を行います。

伴走支援の実施

静岡発ベンチャー発掘・育成事業起業・創業支援

次世代の経済成長を牽引する大学発ベンチャーを創出するため、県内大学等の高度技術や研究シーズを発掘し、地域
企業とのマッチングやベンチャー創出につなげます。

コーディネーターを２人配置し、
大学研究者と地域企業のマッチングを進めます。

コーディネーターの配置

大学の研究者と地域企業が一同に会し、大学側のシーズ検証や
意見交換を通じて両者のマッチングにつなげます。

ラウンドテーブルの開催

お問い合わせ先

企画・創業支援チーム
TEL  054-254-4511

Email  sougyou@ric-shizuoka.or.jp

お問い合わせ先

企画・創業支援チーム
TEL  054-254-4511

Email  sougyou@ric-shizuoka.or.jp

助成について、詳しくは25ページ 8へ▶▶▶
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  新成長産業戦略的育成事業
県が定める成長分野（新エネルギー、次世代自動車、医療・福祉機器、ロボット、航空宇宙、光、環境技術関連、ＣＮＦ）など 
への参入を促進するため、情報提供や啓発、技術支援、研究開発・試作品支援、事業化・販路開拓支援等を行います。

成長産業分野への参入促進（成長産業販路開拓事業）新成長産業戦略的育成事業

◦Medtec Japan 2026
◦ロボットメーカーとのビジネスマッチング支援
◦ROBO NEXT 2026
◦人とくるまのテクノロジー展2026

参入促進等

展示会出展等

◦ロボット産業参入促進支援
◦医工連携スタートアップ支援事業（はままつ医工連携拠点に委託）
◦医工連携出会いのサロン（はままつ医工連携拠点に委託）
◦事業用ホームページ運営等情報発信事業（メールマガジン配信等）

事業用ホームページ

検索静岡 新成長

QRまたは検索フォームから

お問い合わせ先

詳しくは、こちらから

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

Medtec Japan
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ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業新成長産業戦略的育成事業

EV化、自動運転化等に対応するため、販路開拓を支援します。

自動車関連の専門家２名で支援します

コーディネーター

静岡型航空産業育成事業新成長産業戦略的育成事業

航空機産業における中小企業の人材育成から販路開拓、また航空機産業認証取得や航空機部品製造、MRO（整備・修理・
オーバーホール）関連産業の設備投資を支援します。

６名のコーディネーターで、航空産業の新規参入企業の販路開拓を支援します

コーディネーター

空飛ぶクルマメーカー等の技術者との情報交換や技術提案の機会を提供します

空飛ぶクルマビジネスマッチング交流会

お問い合わせ先

詳しくは、こちらから

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

お問い合わせ先

詳しくは、こちらから

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

企業情報紹介ページ

検索次世代自動車分野企業情報

QRまたは検索フォームから

航空業界の品質保証に係る認証取得に対して助成

航空機産業認証取得助成 助成について、詳しくは25ページ 5へ▶▶▶

生成AI等の最新技術を活用実証する事業に対して助成

生成AI等活用実証事業費補助金 助成について、詳しくは24ページ 4へ▶▶▶

次世代エアモビリティ分野における販路開拓・情報発信等を推進します

ドローンサミットへの出展支援

航空業界の設備投資や人材育成への助成

航空機産業設備投資・高度人材育成事業費補助金 助成について、詳しくは25ページ 6へ▶▶▶
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リーディング産業育成事業（助成事業）新成長産業戦略的育成事業

新たな成長産業分野への参入を目指す中小企業等が実施する研究開発、試作品支援、事業化・販路開拓等に対して助
成を行います。

研究開発助成（産学官連携型）

助成について、詳しくは24ページ 1へ▶▶▶

研究開発助成（一般型）

助成について、詳しくは24ページ 2へ▶▶▶

事業化推進助成（一般型）

助成について、詳しくは24ページ 3へ▶▶▶

お問い合わせ先

詳しくは、こちらから

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

ロボット導入支援事業
幅広い産業分野への労働生産性を向上するため、各地域の商工会議所、市町等と連携して中小企業へのロボット導入
を一体的に支援する「静岡県ロボット導入プラットフォーム」を構築し、ロボット導入を促進します。

お問い合わせ先

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

ロボット実機展示イベント

セミナー

アドバイザー

◦ロボット等のデジタル技術が未導入の企業に向けて最新機器の展示を実施します。

◦協働ロボット、移動型ロボット等に関して、活用事例を交えてわかりやすく紹介します。

◦�「ふじのくにロボット技術アドバイザー」2名が、
県内中小企業の製造現場等を巡回訪問し、ロボット
導入に関する相談や提案等を行います。
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大手企業

研究機関

大　学

橋渡し 事業化

静岡県知的財産活用研究会

県内
中小企業

県内
金融機関

県内
支援機関

コーディ
ネータ等・静岡県

・静岡県産業振興財団
・静岡県発明協会

事務局 マッチング会開催

技術・シーズ情報提供

技術・シーズ依頼

技術・シーズ提供

  産学官技術交流促進事業
中小企業の技術的課題解決・事業化、企業ニーズと大学等の研究シーズの橋渡し、また、産学官連携体制の強化充実
を図るため、コーディネーター等を配置します。また、知的財産等の技術シーズの利用促進や中小企業の外国出願を
支援します。

技術相談（コーディネータの配置）産学官技術交流促進事業

知財活用産学官技術交流促進事業

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

大学、研究機関、大手企業等が保有する知的財産などの技術シーズの県内中小企業での利用促進を図ります。

静岡県知的財産活用研究会

開放特許等の技術シーズを活用した県内大学生によるビジ
ネスアイデア大会を金融機関と連携して開催します。
中小企業へのアイデアのマッチングを行い、事業化を支援
します。

大学との連携

お問い合わせ先

研究開発支援チーム
TEL  054-254-4512

Email  sangyou@ric-shizuoka.or.jp

研究開発支援、産学連携、知財に関するコーディネーターを配置し、技術相談への対応、県試験研究機関、県
内大学の技術シーズの橋渡しなどを行います。
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お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

事業プロデューサーの配置産学官技術交流促進事業

事業プロデューサーを配置し、今後の事業化が期待できる製品等の知財戦略や事業計画についてアドバイスを行い、
事業化を支援します。

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

外国出願支援事業産学官技術交流促進事業

特許、実用新案、意匠、商標及び冒認対策商標を外国特許庁へ出願する中小企業に対し、出願手数料、代理人費用、
翻訳費等の出願にかかる経費の一部を助成します。

◦企業支援機関等のネットワークを活用しながら、潜在ニーズ・シーズを掘り起こして事業を構想
◦ニーズとシーズのマッチングから事業資金調達、販路開拓まで含めた事業創出環境活動を支援

支援サービスの例

活動の例

ニーズ・シーズの
マッチング マーケット調査 製品開発 販路開拓 商品化

◦商品ニーズ
◦技術ニーズ等の確認
◦技術シーズ探索
◦マッチング 等

◦市場分析
◦競合分析
◦技術スペックの検討
◦パートナー選定 等

◦事業戦略
◦事業資金調達
◦知的財産対応 等

◦展示会出展サポート
◦販売促進サポート

 等

◦�商品のブラッシュ
アップ

◦�出口戦略の検討
◦事業拡大 等

種　別 助成額上限
（１出願に対し） 助成率

特許出願 150万円

助成対象経費の
1/2

実用新案登録出願、意匠登録出願
又は商標登録出願 60万円

冒認対策商標出願 ※ 30万円

事業化・ビジネス化のプロとして特に貢献可能なゾーン

ベッドテーブル「ラクラクーサ」の販路開拓
医療・介護の現場で安全・快適に利用できるベッドテーブル「ラクラクーサ」は手元のレ
バー操作のみで昇降とキャスターの固定・直進・解除切替ができる（特許登録済）。事業
プロデューサーを通じた介護施設での長期間のモニタ評価によりニーズが明確となり、介
護施設へのプロモーション活動を開始した。

有限会社櫻井金具製作所

※第三者による抜け駆け出願（冒認出願）の対策を目的として出願する商標

● 複数申請可
● １企業最大300万円以内まで
● ４〜５月頃、募集開始

助成について、詳しくは25ページ 7へ▶▶▶
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  成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）

経済産業省「成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）」の事業管理機関となり企業の研究開発事業を間
接補助しています。

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

支援実績

◦大容積大気圧プラズマ技術を活用した低温食材殺菌機の開発
㈱クメタ製作所（R1〜R3） / 静岡大学等

◦航空宇宙分野セラミックマトリックス複合材料（CMC）の３次元配向分析技術開発による検査技術の確立
株式会社ゾディアック（R1〜R3） / 東京大学

◦製紙技術を応用したミクロ微細化セルロース繊維によるガラス繊維強化樹脂代替材料の
　製造プロセルスの研究開発

TENTOK㈱（R4〜R6） / 静岡大学

アドバンスコンポジット㈱（R1〜R3） / 産業技術総合研究所等

◦エアコン用圧縮機の省エネと小型化を両立する高強度軽量スクロール翼の二アネット鋳造技術の開発
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経営力を強化します
専門家派遣 受託中小振興 経営革新 収益力向上

ものづくり人材育成 IoTの活用 産業成長戦略 中小企業脱炭素化推進

高度化診断

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

登録専門家

検索静岡県産業振興財団　専門家派遣

登録専門家については、
産業財団ホームページから検索が可能です。公認会計士、税理士、中小企業診断士、技術士、IT専門家、ISO審査員、

デザイナー、社会保険労務士、学識経験者、民間企業での実務経験者等

  専門家派遣 
各種専門家を派遣し、助言・ノウハウを提供します。

専門家活用専門家派遣

創業者や中小企業者、特定非営利活動法人に対し、専門家を派遣し、経営課題解決を支援します。

専門家派遣事業

費用負担  �産業振興財団が専門家に支払う「謝金30,000円（ISO認証取
得は45,000円）＋旅費」（税別）３分の１を負担いただきます。

（１回当たり）
※概ね１回につき１万円〜１万５千円程度

派遣回数  �５回まで（ISO認証取得は10回まで）
　　　　　　　　（１回当たり３〜４時間程度）
派遣期間  令和９年２月末まで（予定）

❶ 経営戦略

❻ 製品・技術開発

� 事業承継

❷ 人事・労務

❼ 生産性向上

� ISO認証取得

❸ 経理・財務

❽ 生産管理

� 脱炭素

❹ 法律・特許

❾ 販路開拓

� その他

❺ 創業・新事業

� 海外展開

助言分野
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  受託中小振興    
受託中小取引に係る総合的な支援を提供します。

受注したい企業（受注企業）と発注したい企業（発注企業）を産業財団で
保有する企業情報（設備・技術・規模など）に基づいて取引先の紹介・あっ
せんを行います。受注企業は、県内に事業所（製造・加工等を行う工場）
を置く中小・小規模企業が対象です。
企業情報の登録は無料です。

取引あっせん

お問い合わせ先

取引支援チーム
TEL  054-273-4433

Email  torihiki@ric-shizuoka.or.jp

県内企業が、自社の加工技術・部品・製品等をメーカーや商社等へPR及び商談する場を提供します。

高い技術力、製品力を有する県内中小企業の皆様に対し、首都圏を中心に全国で開催される展示商談会への出
展機会を提供します。

展示会・商談会等の開催

展示商談会出展支援事業

広域商談会

【令和８年度予定】
◦広域商談会………………………… 山梨・静岡ものづくり商談会（７月）

マッチングフェアinなごや（10月）
しずおか・かながわ広域商談会（２月）

◦展示会……………………………… 機械要素技術展（７月）

講習会・セミナーの開催

◦取引適正化講習会………………… 中小受託取引適正化法や受託中小企業振興法等について紹介
◦価格交渉支援セミナー…………… 適切な価格転嫁に向けた国の取組や価格交渉に関する指針等を紹介

発注
企業

仕事を発注したい 仕事を受注したい

受注
企業

成立 不成立

発注企業・受注企業紹介

登録

受注・受注企業間で折衝

静岡県
産業振興財団

静岡県ものづくり企業ナビ

静岡県内の製造業を簡単に検索
できる「静岡県ものづくり企業
ナビ」は下記QRから

検索サイトは
こちら

登録については
こちら

取引に係る相談に対して助言を行うと共に、法律相談
日を設定し、顧問弁護士による相談会を行います。
相談事例  �債権回収、契約・取引、損害賠償、受領拒否、

支払遅延、代金減額、返品、買いたたき　他

窓口相談

取引に係る相談

取引かけこみ寺 土日祝・年末年始除く平日
9：00〜12：00 / 13：00〜17：00

弁護士による法律相談 予約制

随時受付

受託中小取引支援受託中小振興

【出展展示会（予定）】
◦�人とくるまのテクノロジー展2026NOGOYA（６月）
◦北洋銀行サステナフェア（７月）
◦�インターネプコンジャパン秋（９月）

◦ギフトショー秋（９月）
◦ものづくりフェア2026（10月）
◦高精度・難加工技術展（12月）
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お問い合わせ先

経営革新支援チーム
TEL  �054-273-4432（経営革新）　054-273-4480（収益力向上）

Email  keiei@ric-shizuoka.or.jp

経営革新計画の作成、承認申請から計画の実現までの一連の取組を支援します。

中小企業者等の収益力向上と持続的発展を図り、賃上げの継続と成長を促進するため、経営環境の変化に対応
し、独自の技術やサービス展開を目指す取組に対して補助金を交付します。

「経営革新計画」とは？

承認のメリット
経営革新計画を都道府県などに申請して承認を受けると、県制度融資、信用保証限度額の別枠等の支援措置の対
象になります。また、経営革新計画を作成・実施したことにより「経営目標が明確になった」「会社の進むべき
方向が明らかになり、社員の意識が向上した」「対外的信用が増し、新たな取引につながった」などの効果が出
ているとの声が、経営革新計画承認企業から多く挙げられています。

「経営革新計画」とは、中小企業等経営強化法に基づき事業者が作成する、新商品の開発や新たなサービス展開
などの取組と具体的な数値目標を含んだビジネスプランのことです。

経営革新
の流れ

計画内容

下記❶〜❺に該当する新たな事業活動を行うこと。
❶ 新商品の開発又は生産
❷ 新役務（サービス）の開発又は提供
❸ 商品の新たな生産又は販売の方式の導入
❹ 役務（サービス）の新たな提供の方式の導入
❺ 技術に関する研究開発及びその成果の利用、その他の新たな事業活動

経営目標
経営目標として付加価値額又は従業員一人あたりの付加価値額が年率３％以上伸び、かつ、
給与支給総額が年率平均1.5％以上伸びる計画になっていること。

（※）付加価値額=営業利益+人件費+減価償却費

  経営革新
付加価値の向上を目指す新商品の開発や新たなサービスの展開などの新事業活動を支援します。

  収益力向上
収益力の向上を目指す新たな事業展開を支援します。

経営革新計画作成支援経営革新

収益力向上助成事業収益力向上

事業計画の
作成 県の承認

新たなアイデア
◦新しい商品の開発
◦新しいサービスの開発
� 等

支援策の活用
◦補助金
◦県制度融資
◦信用保証限度額の別枠

補助について、詳しくは26ページ �へ▶▶▶
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お問い合わせ先

経営革新支援チーム
TEL  054-273-4432

Email  keiei@ric-shizuoka.or.jp

全体最適の視点から製造業の現場改善の理論や手法・DX化に必要な知識を習得し、自社の生産性向上を推進
するリーダーを育成します。特長は、講義の内容を実践を通じて習得するため、他社工場で現場実習を行うこ
とです。

講義風景 演習風景

スクール概要

開催期間 全18日間程度

講座内容

❶ 講義（８日間程度）
　�現場の問題点抽出から改善策策定までを体系的に学習します。さらに、IoT・AI・ロボッ

ト等の活用によるDX化も視野に入れたカリキュラム内容となっています。
❷ 現場実習（８日間程度）
　�県内中小企業の現場において、担当講師指導の下、改善手法を身に付けるための現場実習

を行います。
❸ 成果発表（２日間）
　研修の成果をグループで発表していただきます。

講　　師 生産管理や業務改善などものづくり現場での経験豊富な製造業出身者等

◦�初めて習う手法や考え方が身に付き、自社の改善活動に活かすことができる。
◦現場責任者として、自覚と自信につながった。
◦�他社の工場で実習する機会は貴重であり、自社の良い点と改善点が見えてきた。
◦�他社の受講生と交流することで、新たな人脈づくりにつながった。
◦自社の他の従業員にも受講を勧めたい。

◦�受講後、発言と行動が変わり、成長を感じられた。
◦�目の色が変わったように業務や改善活動に取り組んでいる。

受講者の声

経営者の反応

  ものづくり人材育成 
生産性向上の実現方法を経験豊富な講師陣が教授します。

静岡ものづくり現場革新スクールものづくり人材育成
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お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

  IoTの活用
IoTの活用や、DX化の支援を行います。

IoT大学連携講座IoTの推進

IoTやICTに詳しくない企業関係者を対象とし、IoTの専門知識がない方でも簡単に操作できるIoT機器
（Raspberry Pi5）＋プログラミングソフト（Node-Red）を用いて体験研修を行うことでIoTが難しいという
イメージを緩和させ、また実習だけで終わることなく機器を職場に持ち帰り実際に使ってもらう事で利用価値
を実感してもらいIoT導入を促進することを目的としています。

中小企業のDX化推進のため、外部のIT専門家と共に二人三脚で現状把握や課題抽出、改善計画、DX戦略書、
RFPまで作成できるように実装の手前までを支援します。

中小企業ＤＸ化支援事業IoTの推進

演習の様子 IoT機器

支援企業  �５社
派遣回数  �15回上限／１社
費　　用  無料
対象企業  製造業、商業・サービス業等
IT専門家  ITコーディネーター等
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地域の特性を生かして高い付加価値を創出し、高い経済的波及効果を及ぼす「地域経済牽引事業」 を策定しよ
うとする事業者に対し、計画の作成支援や地域未来投資促進法の支援策活用（地域未来投資促進税制の活用等）
に関する助言を行うため、専門家を派遣します。

お問い合わせ先

DX・生産性向上チーム
TEL  054-273-4434

Email  joho@ric-shizuoka.or.jp

お問い合わせ先

取引支援チーム
TEL  054-273-4433

Email  torihiki@ric-shizuoka.or.jp

地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業計画の作成を
ご検討されている企業に対し、中小企業診断士等の専門家を
派遣し、事業計画の作成を支援します。

専門家派遣

自社製品（新製品または試作品）の販路開拓・販路拡大に課題を抱える県内中小企業に対し、マーケットイン
の考え方に基づく製品開発や、マーケットニーズを踏まえた売込方法等を助言する「販売戦略サポート委員会」
を開催します。委員会での助言に対する課題解決については、産業財団職員が伴走支援を行います。

建具づくりで培った組子技術を活かし、料理皿「組子のお皿 ～楚々～」を開発。しかし、限
られた人員の中で効果的な販路開拓ができず課題を抱えていた。そこで委員会の専門家から、
動画と専用WEBによる発信が有効との助言を受け、シェフが出演し使用シーンを伝える動画
と、建具の伝統やストーリーを伝える動画の2本を制作。商品の価値と利用イメージを分かり
やすく訴求した結果、高級旅館への導入が複数決定し、販路拡大につながった。

有限会社西島木工所

販売サポート委員会

販路開拓に課題のある企業 委員会にて専門家から助言
産業振興財団による

伴走サポート◦自社の課題の整理 ◦課題に合う委員
　4 ～ 5名程度出席

費用負担  �なし　 派遣回数  �３回以内
派遣期間  �令和９年２月末まで

  産業成長戦略
専門家による販路開拓支援や「地域経済牽引事業」計画の策定支援を行います。

販売戦略構築支援（販路開拓の課題解決）産業成長戦略推進事業

地域経済牽引企業の創出産業成長戦略推進事業

成果
事例
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お問い合わせ先

脱炭素化支援チーム
（企業脱炭素化支援センター）

TEL  054-273-4437

Email  newinnovate@ric-shizuoka.or.jp

まずは相談！「ワンストップ相談窓口」に連絡してみよう！

【相談事例】
◦脱炭素に取り組みたいけど、どうしたら良いか分からない。
　何から手をつけたら良いのか分からない。
◦脱炭素化に関係したセミナーや講習会等に参加したい。
◦補助金など利用できる支援制度があるか知りたい。

脱炭素化に係る県内中小企業等の皆様のお悩みに、専門アドバイザーが対応します！
まずはお気軽に御相談ください！

センターでは、脱炭素に係る県内中小企業等向けの各種支援制度（補
助金、融資等）や、国・県等の動向について、随時、センターＨＰ等
で御案内します。

脱炭素に係る様々な情報（支援制度情報等）を入手しよう！ 企業脱炭素化支援センター

(公財）静岡県産業振興財団
企業脱炭素化支援センター
ホームページ

県内の中小企業等の皆様を対象に、カーボンニュートラル普及啓発セ
ミナー、CO2削減計画策定研修および専門家派遣等を通じて、削減計
画のブラッシュアップや実行を支援いたします。
なお、センターが実施するセミナーや研修等への参加には、「静岡県
企業脱炭素化推進フォーラム（会費無料、企業・個人問わず）」への
登録（入会）が必要です。

研修への参加や専門家派遣等を活用してみよう！

静岡県企業脱炭素化推進フォーラムを利用しよう！

静岡県内の中小企業等の脱炭素化を推進するため、産学官金連携組織「静岡県企業脱炭素化
推進フォーラム」を立ち上げ、現在、会員募集中です。
脱炭素化に取り組む県内企業をはじめ、県内商工会・商工会議所や金融機関、エネルギー供
給事業者等の幅広い皆様が会員となっていますので、ぜひご登録（入会）ください。

※年会費無料

会員入会申込は
こちら

  中小企業脱炭素化推進
企業脱炭素化支援センターは、県内中小企業等の脱炭素化支援プラットフォームとして、専門家による相談窓口の設
置や多様な支援策の提供を通じて、県内中小企業等の皆様が抱えるお悩みや課題等に幅広く対応・支援いたします。

企業脱炭素化支援センター脱炭素

助成について、詳しくは26ページ 9へ▶▶▶

詳しくは、こちらから
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お問い合わせ先

診断設備チーム TEL  054-273-4431

貸付期間  20年以内（うち据置期間３年以内）
貸付利率  �1.00％（令和７年度貸付決定分適用。利率は毎年度見直し）
貸付割合  貸付対象経費の80％以内
貸付対象  事業協同組合、街づくり会社（三セク）等

高度化資金貸付制度の概要

高度化診断業務委託の概要

高度化診断に関する業務

区　　分 業務内容

❶ 相談助言

新規貸付の際の事業計画の妥当性判断や助言を行うための診断
❷ 事前助言

❸ 計画・建設診断

❹ 貸付前診断

❺ 運営診断
◦経営状況、財務状況、業績悪化の要因、損益計画、償還能力等について診断を実施
◦経営改善の取組、助言事項への対応状況等について、貸付先からのヒアリングを実施

❻ 巡回支援

❼ 対象診断 高度化事業への参加を希望する企業等に対する個別経営診断

❽ 条件変更診断 既往貸付金の償還猶予に伴う経営改善計画の妥当性判断や助言を行うための診断

高度化事業成績定期調査に関する業務

高度化資金貸付制度を利用している組合・組合員の財務分析

財務分析

  高度化診断
中小企業者が共同して工場団地等を建設する事業に対して、県が資金を貸し付けるとともに、経営診断・助言等によ
り支援する制度です。平成13年度以降、静岡県から当該経営診断・助言等を受託しています。

高度化資金貸付診断等事業高度化
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静岡ウェルネスプロジェクト

「静岡ウェルネスプロジェクト」に基づき、フードテック等を活用した未来型食品の開発やウェルネス産業の創出を
支援します。ウェルビーイング実現のため、食品・ウェルネス産業の発展と健康寿命の延伸を図り、県民の幸福度日
本一を目指します。

未来型食品産業振興 ウェルネス産業振興

  未来型食品創出支援
高付加価値化と食の社会課題解決の両立を目指す
ため、フードテックを活用した未来型食品の開発、
企業の販路開拓、産業を担う人材育成などを行っ
ています。

商品開発・事業化

◦フードテック推進事業
◦未利用食材活用支援事業
◦未来型食品等開発助成事業
◦機能性表示食品届出支援

人材育成・企業連携

◦�総合食品学講座（未来型食品創出
教育プログラム）

◦静岡ウェルネス・フーズEXPO

◦食品バイヤー商談会
◦食品展示会出展支援
◦県産加工食品海外展開支援助成事業

販路開拓・海外展開

総合食品学講座　実習 「スーパーマーケットトレードショー静岡県ブース」
展示会への出展支援

  ウェルネス関連産業支援
身体的・精神的・社会的に満たされ、より豊かで
充実した人生を送ることができるように、健康寿
命の延伸などにつながるウェルネスサービスや製
品の事業化を支援しています。

商品開発・事業化

◦�ウェルネスビジネス事業化促進助
成事業

◦�ウェルネスプロジェクト創造研究会

人材育成・企業連携

◦静岡ウェルネス・フーズ EXPO
◦静岡ウェルネスフォーラム

◦ウェルネス関連展示会出展支援

販路開拓

「健康博覧会（静岡県ブース）」
展示会への出展支援

「認知症予防サービス事業化」
ヘルスケアビジネス事業化促進助成事業
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静岡ウェルネスプロジェクトのお問い合わせ先

詳しくは、こちらから

ウェルネス・フーズ産業
支援センター

TEL  054-254-4513

Email  newfoods@ric-shizuoka.or.jp

  コーディネーター・アドバイザーの設置
食品・ウェルネスの分野に精通したコーディネーターを設置し、製品開発から販路開拓にわたる支援を行っています。

未来型食品等開発助成事業未来型食品関連産業支援

フードテックシーズ活用可能性調査助成事業食品関連支援

関連の助成について、詳しくは27ページへ▶▶▶

�

�

ウェルネスビジネス事業化促進助成事業ウェルネス関連産業支援�

県産加工食品海外展開支援助成事業食品関連産業支援�
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補助金・助成金を活用したい

リーディング産業育成事業（研究開発）

 研究開発助成 産学官連携型

成長分野をはじめ、幅広く産業応用・展開の可能性を
有する新技術・新製品等の実用化を目的とした研究開
発を大学、産総研、県内公設試験研究機関と連携して
行う事業

補助率  2/3以内
限度額  10,000千円（２年間で計20,000千円）
期　間  １年以内（２年計画継続申請可）

1  研究開発助成 一般型

成長分野をはじめ、幅広く産業応用・展開の可能性を
有する新技術・新製品等の実用化を目的とした研究開
発を行う事業

補助率  2/3以内
限度額  5,000千円
期　間  １年以内

2

リーディング産業育成事業（事業化）

 事業化推進助成 一般型

成長分野に関する研究成果を事業化に繋げるために、
事業化に向けたさらなる研究開発を行う事業（※成長
分野に限定）

補助率  1/2以内
限度額  15,000千円（２年間で計22,500千円）
期　間  １年以内（２年計画継続申請可）

3

ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業

 生成AI等活用実証事業費補助金 自動車分野

開発・設計・製造現場に生成AI等の最新技術を活用実
証する事業

補助率  2/3以内
限度額  3,500千円
期　間  １年以内

4
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静岡型航空機産業育成事業

 航空機産業認証取得助成 航空宇宙分野  �航空機産業設備投資・
高度人材育成事業費補助金 航空宇宙分野航空業界への参入促進を図るため、品質保証に係る認

証取得に対し助成金を交付

補助率  1/2以内
限度額  JISQ9100（3,000千円）

Nadcap（5,000千円）
ISO27001（1,000千円）

期　間  ２年以内

航空機製造に関する認証を取得している企業の生産能力、
加工能力の増強を目的に、航空機部品製造に必要な設備
投資に対して、また、航空機製造に係る技術や品質管理
の高度化を目的とする人材育成に対して補助金を交付

【 設備投資 】
補助率  1/2以内　 限度額  10,000千円　 期　間  １年以内

【 高度人材育成 】
補助率  1/2以内　 限度額  1,000千円　 期　間  １年以内

5 6

外国出願支援事業

 外国出願支援事業
特許、実用新案、意匠、商標及び冒認対策商標を外国
特許庁へ出願する中小企業に対し、出願手数料、代理
人費用、翻訳費、等の出願にかかる経費の一部を助成

補助率  1/2以内
限度額  3,000千円
期　間  １年以内

7

創業したい

 地域創生起業支援金
地域課題の解決を目的とした社会的事業を、静岡県内
で新たに起業する方等に対して、起業に必要な費用の
一部を補助

補助率  1/2以内
限度額  2,000千円
期　間  １年以内

8
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脱炭素に取り組みたい　　

 �静岡県中小企業GX経営推進事業費補助金
中小企業等のGX経営の取組を支援することで、GXに
よる経営改善の先進的な優良事例を創出するために実
施します。

補助率  １/2以内
限度額  10,000千円以内

9

新事業に取組みたい

 �中小企業等収益力向上（賃上げ環境整備）
事業費補助金

付加価値の向上を目標とする事業計画を策定して行う
下記の（１）又は（２）の事業に対し、必要な経費の一部
を補助します。
（１）承認された経営革新計画に基づく事業
（２）�収益力や生産性の向上につながる自社にとって

新たな事業

補助率  �1/2以内（所定の賃上げ要件に該当する場
合2/3以内）

限度額  
【通 常 枠】5,000千円（所定の賃上げ要件に該

当する場合7,000千円）
【DX推進枠】7,000千円（所定の賃上げ要件に該

当する場合10,000千円）
デジタル技術を活用した事業につい
ては、DX推進枠での応募が可能

期　間  �１年以内

�
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静岡ウェルネスプロジェクト

 ウェルネスビジネス事業化促進助成事業
新たなウェルネスサービスや製品の事業化のために行
う可能性調査又は実証

�

助　成　率  
【可能性調査】対象経費の2/3以内
【実　　　証】対象経費の1/2以内

助成限度額  
【可能性調査】１年で100万円以内
【実　　　証】�１年で500万円以内（産学連携に

より実施する場合）、200万円以内
（それ以外）

 県産加工食品海外展開支援助成事業
県産加工食品の海外向け商品開発及び海外販路開拓・
拡大を目的とした海外で開催される展示会等への出展
や具体的な海外向け販路開拓・拡大を行う事業

�

助　成　率  対象経費の1/2以内
助成限度額  １年間で150万円以内

 フードテックシーズ活用可能性調査助成事業
産学連携によりフードテックのシーズを活用した事業
化に向けた可能性調査を行う事業

助　成　率  対象経費の2/3以内
助成限度額  １年間で100万円以内

�

 未来型食品等開発助成事業
食品や化成品（食品素材を使用した場合に限る）につ
いて、フードテックを活用し食に関する社会課題解決
に寄与するもの、機能性の向上を目指した食品や食品
加工機械の製品化に向けた試作品開発、実証試験を行
う事業

助　成　率  対象経費の1/2以内
助成限度額  １年間もしくは２年間で200万円以内 

�
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事業内容 補助金・助成金 掲載ページ

起業したい

創業スキルアップサロン 6

地域創生起業支援金 ● 7

静岡発ベンチャー発掘・育成 7

経営相談したい 専門家派遣 14

取引拡大したい
受託中小取引支援 15

販売戦略構築支援事業 19

新しい取り組みに
挑戦したい・経営計画を立てたい

経営革新計画作成支援 16

収益力向上助成事業 ● 16

地域経済牽引事業計画作成支援 19

生産性を向上させたい

ロボット導入支援事業 10

静岡ものづくり現場革新スクール 17

IoT大学連携講座 18

大手企業の技術シーズや知財を
活用したい

静岡県知的財産研究会 11

外国出願支援事業 ● 12

コーディネータ等による
マッチングを希望する

事業プロデューサーによる支援 12

財団コーディネータによる
相談・マッチング 9・11・23

脱炭素の取組をしたい 企業脱炭素化支援センター ● 20

新成長分野向け制度を活用したい
（参入・研究開発・販路開拓・人
材育成の一環支援）

成長産業販路開拓事業 8

EV・自動運転化等
技術革新対応促進事業 ● 9

静岡型航空産業育成事業 ● 9

リーディング産業育成事業 ● 10

食品・化粧品・ウェルネス分野の
制度を活用したい（参入・研究開発・
販路開拓・人材育成の一環支援）

ウェルネス・フーズ産業
支援センター ● 22・23

目的別索引

起業したい、経営相談したい等
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昭和45年 ３月 財団法人静岡県中小企業振興協会設立

昭和45年 ４月 設備貸与事業実施

昭和48年 ４月 下請企業振興事業及び設備近代化資金貸付準備事務事業を開始

昭和52年 ４月 中小企業振興貸与事業（旧名称中小企業振興リース事業）を開始

昭和57年 ４月 財団法人静岡県中小企業振興公社に名称変更

平成12年 ３月 財団法人しずおか産業創造機構に名称変更

平成12年 ４月 財団法人静岡県科学技術振興財団の事業を引継ぎ、
「新事業創出促進法」第19条第１項に基づく、中核的支援機関に認定。

平成12年 ５月 「中小企業支援法」第７条第１項に基づく、県中小企業支援センターに指定

平成15年 ４月 ファルマバレーセンター（ＰＶＣ）事業開始

平成21年 ４月 フーズ・サイエンスセンター事業開始

平成24年 ３月 財団法人しずおか産業創造機構が公益財団法人として認定。

平成24年 ４月 公益財団法人静岡県産業振興財団に名称変更

平成30年 ４月 ファルマバレーセンター事業を
一般財団法人ふじのくに医療城下町推進機構へ事業譲渡

令和４年 ７月 企業脱炭素化支援センター事業開始

令和７年 ４月 ウェルネス・フーズ産業支援センター事業開始

沿革
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公益財団法人 静岡県産業振興財団

ア ク セ ス

設立年月日 昭和45年３月12日

基 本 財 産 7,123,120,000円

連 絡 先

〒420-0853静岡市葵区追手町44-1 静岡県産業経済会館内
TEL  054-273-4434（代表）　 URL  https://www.ric-shizuoka.or.jp

総務・診断設備グループ 
総務チーム
診断設備チーム

TEL  054-273-4430
TEL  054-273-4431

FAX
（共通） 054-251-3024

新産業集積グループ
研究開発支援チーム
企画・創業支援チーム

TEL  054-254-4512
TEL  054-254-4511

経営支援グループ DX・生産性向上チーム TEL  054-273-4434　

脱炭素化支援チーム
（企業脱炭素化支援センター）

TEL  054-273-4437　

新事業支援グループ 
取引支援チーム 
経営革新支援チーム

TEL  054-273-4433　
TEL  054-273-4432

ウェルネス・フーズ産業
支援センター

プロジェクト推進部 TEL  054-254-4513　 FAX  054-253-0019
URL  https://www.fsc-shizuoka.com

静岡駅

１

清水銀行

静岡銀行 新中町ビル

松坂屋

県庁

日赤
中央署

江川町通り

本通り

呉
服
町
通
り

御
幸
通
り市役所

（公財）静岡県産業振興財団

● 静岡駅から徒歩15分
● 静鉄バス「中町」で下車
　 バス停から徒歩２分

財団概要
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Open Innovation Shizuokaとは

オープンイノベーション静岡

県独自の産業成長戦略を推進するため、静岡県が2015年４月に発
足した実働組織であり、地域経済の牽引役となる地域企業の成長
を促進する取組を行っています。

◎国・県・公的機関等の企業向け
　支援情報をタイムリーにお届け

● 新着情報の更新 ● 検索ツール

利用目的等から支援情報を検索できます。

◎事業・目的に合わせて
　支援制度を検索可能

次の区分で支援制度を検索できます。

オープ ンイノベ ー
ション静岡のサイト
はこちらから

支援情報の掲載1
取り組み

産学官金が連携し、新たなビジネスを創出するオンラインコミュニティです。
最新の支援・セミナー情報をタイムリーにお届けするほか、事業の悩み相談や協業パートナー
探しなど、メンバー同士の交流をサポートします。
※コメント投稿や相談には無料の会員登録が必要です。

しずおか産業創造プラットフォーム2
取り組み

どなたで
も利用が

可 能

産業の
創出支援により
静岡を活性化

させます

お問い合わせ先

脱炭素化支援チーム
TEL  054–273–4437

Email  newinnovate@ric-shizuoka.or.jp

セミナー

商談会 アドバイザー その他

補助金 イベント 実施機関区分

補助上限額

支援区分

利用目的

詳しくは、
こちらから
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成長発展を後押しします
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